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Sketch Engine主要機能解説 

 

石井康毅（成城大学社会イノベーション学部） 

2025年 4月 21日 

 

本文書では，2025年 4月時点での Sketch Engineの機能・インターフェイスに基づき，Sketch Engineの主

要な機能と利用方法を説明しています。 

 

 

Sketch Engineの特徴 

 

Sketch Engineは多くの大規模コーパスを擁する多言語対応コーパス分析システムです。機能は非常に多機能

です。自分で作成したコーパスデータをアップロードして，Sketch Engineのシステムで分析したり，キーワー

ドを指定することで独自のウェブコーパスを作成したりすることもできます。 

 

 

Sketch Engineを利用する方法 

 

次のURLにアクセスします。 

https://auth.sketchengine.eu/#login 

ログイン画面が表示されたら，[Institutional login]を選択します。 

 

 

Log in via your institutionという画面が表示されたら，ボックスに[Seijo University]または[成城大学]と入力

して[Enter]キーを押すか，途中まで入力することで表示される選択肢をクリックします。 

 

大学のログイン画面が表示されるので，大学のアカウントでログインします。 

 

初めて学認経由で Sketch Engineを利用する場合は，学認での認証後に Sketch Engineのログインページで

Returning user or new user?というウィンドウが表示されるので，[NEW ACCOUNT]ボタンをクリックし，Sign 

up というウィンドウで必要な情報を入力し，使用条件等を適宜確認・同意し，[SIGN UP]ボタンをクリックし

ます。“Verify your e-mail address for Sketch Engine”というタイトルの確認のメールが届くので，確認のリン

クをクリックすると Sketch Engineが利用可能になります。 

次回以降は大学選択と大学アカウントでログインするだけで利用可能です。 

ログインページで右上に氏名と家のアイコンが表示され，“You are already logged in. You can go to Sketch 

Engine.”と表示されている場合は，ログイン済であるため，右上の家のアイコンをクリックすれば Sketch Engine

のページが表示されます。 

  

https://auth.sketchengine.eu/#login
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正しく認証されると，DASHBOARDという初期画面または SELECT CORPUSという検索対象言語選択画面

が表示されます。SELECT CORPUS以外の画面が表示された場合は，左のメニュー部分にカーソルを持ってい

くと，各モードへのボタンが表示されるので，[Select Corpus]をクリックします。 

 

 

本資料では BNC（British National Corpus；1990年前後を中心とする時期に収集されたイギリス英語約 1億

語を収集した汎用目的コーパス；書き言葉約 9,000万語と話し言葉約 1,000万語のデータから成る）を利用する

ので，ここでは[ADVANCED]タブをクリックします。（[BASIC]タブの[ENGLISH]を選択すると，English Web 

2021 (enTenTen21)が選択されます。） 

 

利用可能な全てのコーパスがコーパス名のアルファベット順で表示されるので，Englishの British National 

Corpus (BNC)を選択します。「tagged by CLAWS」が付いていない方の British National Corpus (BNC)を選択

してください。 

 

そうすると，DASHBOARDという初期画面が表示されます。 
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Sketch Engineを利用したコーパス検索の例 

 

(A) 単語を検索して使い方を見る 

ここでは単語“description”を例にします。ダッシュボードで[Concordance]をクリックし，コンコーダンスの

モードにします。（または，左のメニュー部分にカーソルを持っていくと，各モードへのボタンが表示されるの

で，[Concordance]をクリックします。）[ADVANCED]タブをクリックし1，Query typeで[word]を選択し，Word

に description を入れて[GO]ボタンをクリックします。（標準でチェックボックスがチェックされている A=aは

大文字と小文字を区別しないという設定です。） 

 

 

そうすると，20例が KWIC形式（keyword in contextの略で検索語が中央に揃って表示される形式）で表示

されます。ページ最下部の右にあるボタン・数字入力欄で他のページに移動することができます。 

 

例文の表示順は BNCのファイルの ID順です。左上に表示される数値は，検索条件（この場合は“description”

という単語）に合致する件数（5,083）と，それを 100万語あたりの相対頻度に換算した値（45.25）です。検索

に時間がかかる場合は，件数のところの数値に「…」などが表示されて順次書き換わるので，件数を調べたい場

合には，最終的な数値が表示されるまで待つ必要があります。 

  

 
1 初期状態で選択されている BASICモードでは入力した語句がレマ（原形）として解釈され，全ての変化形も

含めて検索されます。（下記(I)を参照。） 
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次に，上部にある[Shuffle lines]のボタンをクリックし，[SHUFFLE]ボタンをクリックします。 

 

 

そうすると，表示順がランダムになります。標準ではファイルの ID 順で例文が表示されるため，同一のテキ

ストでの似たような使用例が集中して表示されることがあります。そのような場合には，検索した表現の特殊な

使い方ばかりが目立ってしまい，本来の多様な使い方が見えにくくなってしまうことがあります。そのような事

態を避けるための一つの有効な方法が，このランダム順表示です。 

 

(B) 検索条件に合致する件数の内訳を調べる 

(A)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニュー部分にカーソル

を持っていくと，各モードへのボタンが表示されるので，[Concordance]をクリックします。 

 

そうすると，コンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。BASIC モードになっている場合には

[ADVANCED]モードに変更し，Query typeで[word]を選択し，Wordに import を入れて[GO]ボタンをクリッ

クすると，“import”の検索結果が表示されます。その状態で，上部にある[Frequency]のボタンをクリックし，

KWICの列の[TAGS]ボタンをクリックします。 
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そうすると，品詞別の集計結果が表示されます。Tagは品詞情報を表していて，NNは単数または不可算の名

詞，VVは一般動詞（beと haveを除く）の不定形（原形），VVPは一般動詞（beと haveを除く）の 3人称単

数を除く現在形を意味します。 

 

各行の右にある[…]をクリックし，[Only this]をクリックすると，そのタグでの使用に該当する用例が表示さ

れます2。（それ以外の用例は[Whole concordance but this]で表示されます。） 

次に，上部にある[CHANGE CRITERIA]クリックし，KWICの列の[WORD FORMS]ボタンをクリックしま

す。 

 

 

そうすると，大文字と小文字も区別した，表層形（実際の語形）別の集計結果が表示されます。 

 

レマ検索（下記(I)参照）やワイルドカード検索（下記(J)参照）をした場合には，この機能で実際の語形の分布

を知ることができます。 

 

(C) 1画面での表示件数を変更する 

(B)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[word]を選択し，Wordに statisticsを入れて[GO]

ボタンをクリックします。検索結果が表示された状態で下部にある Rows per page を[100]に変更すると，1 画

面に 100例が表示されるようになります。 

 

表示件数の設定は，そのまま検索を続ける間は保存され，他の条件で検索をしても，100 例が表示されます。 

  

 
2 複数のタグの用例を表示したい場合は，各行の左にあるチェックボックスにチェックを入れて，下部に表示

される[SELECTED]をクリックします。 
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(D) 例文をソートする 

(C)から続けて試している場合はそのまま続けます。(D)から読み始めた場合は，コンコーダンスモードの検索

の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[word]を選択し，Wordに statistics を入れて[GO]

ボタンをクリックします。検索結果が表示された状態で上部にある[Right context]をクリックすると，検索した

語句（この場合は“statistics”）の直後の位置でソートされ，表現の実際の使い方が分かりやすくなります。（ただ

し，最初の方には記号類が並びます。） 

 

次に，上部にある[KWIC]をクリックすると，キーワードを対象にソートすることができます。今回の例の場

合は検索対象のキーワードは statisticsという形のみのためソートの意味はありませんが，レマ検索（下記(I)参

照）やワイルドカード検索（下記(J)参照）をした際には，実際の語形によってソートすることができます。 

次に，上部にある[Left context]をクリックします。そうすると，左の単語でソートされた結果が表示されます。 

詳細なソート条件を指定するには，上部にある[Sort]のボタンをクリックします。 

 

Sort first by の図は， [Left context]で左の単語でソートされた状態を表しています。 [ADD NEXT 

CRITERION]をクリックします。 

 

左側の[2]をクリックし，[GO]ボタンをクリックします。 

 

そうすると，左 1語の位置・左 2語の位置の優先順でソートされます。 
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(E) 使用分野などの内訳と特定分野での使用例を表示する 

(D)から続けて試している場合はそのまま続けます。(E)から読み始めた場合は，コンコーダンスモードの検索

の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[word]を選択し，Wordに statistics を入れて[GO]

ボタンをクリックします。検索結果が表示された状態で上部にある[Frequency]のボタンをクリックし，[TEXT 

TYPES]をクリックします。 

 

 

そうすると，詳細なサブコーパス別の頻度が Frequencyの数値で表現されます。[Show relative in text types]

をチェックすると，各サブコーパスにおける 100万語当たりの相対頻度（Relative in text type）が表示され，

[Show relative density]をチェックすると，そのサブコーパスでの使用頻度がコーパス全体での使用頻度と比較

してどの程度の割合であるかという情報（Relative density）がグラフと共に表示されます。 

 
この中で，Written books and periodicalsの右にある[…]をクリックし，[Only this]をクリックすると，書籍

と定期刊行物での検索結果 2,383件が表示されます。 

ある表現がどのような分野で使われるのかという分布を知りたい場合や，特定の分野に限定してある表現の使

われ方を見たい場合に，この機能が役立ちます。 
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(F) 出典・原文を表示する 

(E)から続けて試している場合はそのまま続けます。(F)から読み始めた場合は，コンコーダンスモードの検索

の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[word]を選択し，Wordに statistics を入れて[GO]

ボタンをクリックします。検索結果が表示された状態で，各行頭の またはジャンル情報が表示されている部分

（灰色）をクリックすると当該データの出典が表示されます。各行中央のマッチ部分（赤字）をクリックすると

当該箇所付近の原文が表示されます。原文の上と下にある[…]をクリックすると，前後の文脈を広げて，より大

きな文脈を確認できます。 

 

上部にある をクリックすると，原文表示を消すことができます。 

 

(G) 検索結果を保存する 

(F)から続けて試している場合はそのまま続けます。(G)から読み始めた場合は，コンコーダンスモードの検索

の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[word]を選択し，Wordに statistics を入れて[GO]

ボタンをクリックします。検索結果が表示された状態で上部にある[Download]のボタンをクリックします。 

 

適宜オプションを変更して保存したいファイル形式のボタンをクリックすると，検索結果を保存することがで

きます。Sketch Engineで提供されているコーパスの検索結果をダウンロードする際にダウンロードできる最大

の行数は 10,000行です。 

 

ダウンロードされるファイルは，行頭に表示されるテキストタイプの情報を含んでいます。 
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(H) フレーズを検索する 

(G)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[phrase]を選択し3，Phraseに variety ofを入れ

て[GO]ボタンをクリックすると，“variety of”というフレーズを含む例が表示されます。 

 

 

(I) 変化形も含めて検索する 

(H)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し4，Simpleに study showを入れ

て[GO]ボタンをクリックします。 

 

  

 
3 初期状態で選択されている[simple]モードで variety ofを検索すると，varieties ofも検索結果に含まれます

が，phraseモードだと variety ofのみが検索されます。（下記(I)を参照。） 
4 フレーズではなく単語をレマ（原形）で検索する場合には lemmaモードも利用できます。 



 

10 

そうすると，study shows/showedや studies show/showedなどがまとめて検索されます。 

 

simpleモードでは，入力した語句の中で単語のレマ（原形）に相当する語については全ての変化形が検索対象

となり，変化形で入力した語についてはその形だけが検索対象になります。混在している場合でも同様で，例え

ば study showedを検索すると，study showedと studies showedが検索されます5。 

 

(J) ワイルドカードを使って検索する 

(I)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，Simple に test * hypothesis

（testの後とhypothesisの前にそれぞれ半角スペースを1つ入れます）を入れて[GO]ボタンをクリックします。 

そうすると，test（またはその変化形）と hypothesis（またはその変化形）の間に 1語が入った検索結果が表

示されます。「*」は前後にスペースがある場合には任意の 1 語を表すワイルドカードとして機能するためです。

「*」を複数使うことで，任意の語数を指定でき，例えば，任意の 2語は「* *」（2つの「*」の間に半角スペー

スを 1つ入れます）で表すことができます。 

左のメニューにある[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コン

コーダンスモードの検索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，c?tを検

索します。そうすると，cat や cut とこれらの変化形などが検索されます。「?」は語中に置かれた場合には任意

の 1文字を表し，さらに simpleモードではレマ検索が行われるためです。 

左のメニューにある[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コン

コーダンスモードの検索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，c*tを検

索します。そうすると，catや cutとこれらの変化形に加えて，craftや clientとこれらの変化形なども検索され

ます。「*」は語中に置かれた場合には 1 つ以上の文字を表し，さらに simple モードではレマ検索が行われるた

めです。 

lemma・phrase・wordの各モードでは上記のワイルドカードは使えません6。 

 

(K) 使用頻度の高い表現を調べる 

(J)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，Simpleに* * reason（2つの

「*」の間と 2 つ目の「*」の後にそれぞれ半角スペースを 1 つ入れます）を入れて[GO]ボタンをクリックしま

す。検索結果が表示された状態で上部にある[Frequency]のボタンをクリックし，KWICの列の[WORD FORMS]

をクリックします。 

 

 
5 この検索方法では studyは名詞に限定されないため，studied（後置修飾の過去分子や関係節の最後に位置す

る過去形など）の直後に showedが続くパターンも検索されます。 
6 ただし，正規表現という特別な記法を使ってより詳細なパターンを検索することはできます。例えば語中に

interを含み lyで終わる語は，wordモードで正規表現を使って[.+inter.*ly]で調べることができます。また，

characterモードでは指定した文字列が含まれる語を全て検索することができます。 
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そうすると，2 単語＋reason(s)で構成される表現のリストが表示されます。（カンマやピリオドなどの句読点

もそれぞれ 1語扱いとなります。）[Show percentage of concordance lines]をチェックすると，コンコーダンス

の総件数に占める割合がグラフと共に表示されます。 

 

次に，左のメニュー部分にカーソルを持っていくと，各モードへのボタンが表示されるので，[N-grams]をク

リックします。 
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[ADVANCED]タブをクリックし，N-gram lengthで[3]をクリックし，A=aをチェックし，Frequency minに

[10]を指定し，[GO]ボタンをクリックします。（この処理には数秒の時間がかかります。） 

 

そうすると，頻度の高い 3語連鎖が表示されます。 

 

特定のキーワードを指定することなく，使用頻度の高いフレーズを調べる際には，この方法を使います。 

 

(L) 句読点を検索する 

(K)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，Simpleに finally ,（句読点も

単語扱いなので「,」の前に半角スペースを 1つ入れます）を入れて[GO]ボタンをクリックすると，“finally,”を含

む例が表示されます。 
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(M) 縮約形や所有の“...’s”を検索する 

(L)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，Simpleに that 's（「that」の

後に半角スペースを 1つ入れます）を入れて[GO]ボタンをクリックすると，“that’s”を含む例が表示されます。 

縮約形を検索するには，2 つの部分に分けて入力する必要があります。例えば，“I’m”を検索するには I 'm で

検索する必要があります。また，縮約に伴って形が変わる場合は，検索する際に注意が必要です。“will not”の縮

約形である“won’t”は wo n'tで検索する必要があります7。 

ただし，所有等を表す“...’s”は検索時には分割してはいけません。例えば Jack's（スペースを入れません）で検

索する必要があります。 

  

 
7 “gonna”と“wanna”は Sketch Engineではこれらの形で 1語という扱いのため分割しません。 
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(N) サブコーパスを指定して検索する 

(M)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択します。[Text types]をクリックし

て，新たに表示される中で左上の[Text type]をクリックして[Spoken context-governed]と[Spoken demographic]

を選択し，Simpleに you mindを入れて[GO]ボタンをクリックします。 

 
そうすると，話し言葉データでの“you mind”の用例が表示されます。テキストタイプを指定しないと 423件が

表示されますが，話し言葉に限定すると 137件が表示されます。 
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(O) コロケーションを調べる 

(N)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[simple]を選択し，Simpleに expression を入れ

て[GO]ボタンをクリックします。検索結果が表示された状態で上部にある[Collocations]のボタンをクリックし，

Rangeで[-3]と[-1]をクリックし，[GO]ボタンをクリックします。 

 

 

そうすると，expressionとその変化形の左 3～1語の位置に現れる語のリストが表示されます。標準では，コ

ロケーションの結びつきの指標のひとつである LogDiceの値でソートされています。 

 

続いて，第 2位の freedomの行の右にある[…]をクリックし，[Only this]をクリックすると，freedom＋0～2

語の任意の単語＋expressionの用例が表示されます。（この場合は実際には間に入る単語数が0であるパターン，

つまり freedom expressionという表現はありません。） 

なお，オプションの設定時に Attributeを lemmaに変えるとレマ（原形）単位で集計することができます。 
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(P) 品詞を指定して検索する 

(O)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[word]を選択し，Part of speechに[noun]を選択

し，Wordに studyを入れて[GO]ボタンをクリックします。 

 
そうすると，名詞の studyの検索結果が表示されます。ただし，変化形である studiesは含まれません。 

左のメニューにある[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コン

コーダンスモードの検索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query typeで[lemma]を選択し，Part of 

speechに[noun]を選択し，Lemmaに studyを入れて[GO]ボタンをクリックします。 

 

そうすると，名詞の studyの検索結果が表示されますが，今度は変化形である studiesも含まれます。 
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(Q) 文頭・文末の位置指定 

(P)から続けて試している場合など，何らかの検索結果が表示されている場合は，左のメニューにある

[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コンコーダンスモードの検

索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query type で[CQL]を選択し8，CQL に<s> [lemma="mind"]

（「<s>」の後に半角スペースを 1つ入れます）を入れて，[GO]ボタンをクリックすると，文（あるいはそれに相

当する単位）の最初の位置にある“mind”またはその変化形の使用例が表示されます。 

 

左のメニューにある[Concordance]をクリックしてコンコーダンスモードの検索の初期画面に戻ります。コン

コーダンスモードの検索の初期画面で[ADVANCED]モードを選択し，Query type で[CQL]を選択し，CQL に

[lemma="mind"] [word="."] </s>（「[lemma="mind"]」の後と「[word="."]」の後にそれぞれ半角スペースを 1つ

入れます）を入れて，[GO]ボタンをクリックすると，文（あるいはそれに相当する単位）の末尾の位置にある

“mind”またはその変化形と 1文字から成る語（実質句読点）9の使用例が表示されます。 

BNCでは<s>と</s>がそれぞれ文頭・文末を表しますが，どのようなタグが使われているかはコーパスによっ

て異なります。 

 

(R) 2語のコロケーションの違いを示す 

左のメニュー部分にカーソルを持っていくと，各モードへのボタンが表示されるので，[Word Sketch 

Difference]をクリックします。 

 

 
8 CQLは Corpus Query Languageの略で，コーパスを検索するための記法を表します。CQLの仕様はシステ

ムによって異なり，ここで紹介している CQLはあくまで Sketch Engineで利用できる CQLの記法です。 
9 CQLのモードではピリオドは任意の 1文字を表す正規表現として解釈されます。ピリオドそのものを表すた

めには，前に半角のバックスラッシュをつけて，“\.”とする必要があります。 
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First lemmaに largeを入れ，Second lemmaに bigを入れて，[GO]ボタンをクリックします。 

 

 

そうすると，2つの語のコロケーションの違いが構造パターン別に示されます。緑色が濃いほど First lemma

で指定した語（large）と，赤色が濃いほど Second lemmaで指定した語（big）との共起が強いということが示

されます。 

 

例えばnouns modified by "large/big"は large/bigが修飾する名詞を表していて，largeは量や程度の大きさを，

big は把握される質的な大きさを表すことが多いということが分かります。このように，コロケーションの違い

から意味の違いが読み取れることは少なくありません。 
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(S) コロケーション・フレーズを一覧表示する 

左のメニュー部分にカーソルを持っていくと，各モードへのボタンが表示されるので，[Word Sketch]をクリ

ックします。 

 

Searchに hypothesisを入れ，[GO]ボタンをクリックします。 

 

そうすると，hypothesisの共起語が，構造パターン別に，結びつきの強さを示すスコア順に表示されます。 
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検索結果が表示された状態で上部にある[Change view options]のボタンをクリックすると，表示の設定が表示

されます。 

 

 

[Show frequencies]のトグルボタンをオンにすると各コロケーションの度数が表示され，[Show collocation 

examples]のトグルボタンをオンにすると用例が表示され，[Show scores]のトグルボタンをオンにすると結びつ

きの強さを示す値（LogDice）が表示されます。（[Cluster similar items]のトグルボタンをオンにすると，構造

パターンが近いもの（多くの場合，類義語や反義語）がまとめて表示されます。） 

verbs with "hypothesis" as objectの testの右にある[…]をクリックすると，4つの項目が表示されます。 

 

1番上の項目をクリックすると，検索語（hypothesis）とコロケーション（hypothesisを目的語とする動詞 test）

のコンコーダンスが表示されます。2番目の項目は，コンコーダンス表示後に行う操作をマクロとして保存して

おいたものがあればそれを呼び出して実行することができます。3 番目の項目をクリックすると，test＋

hypothesisというパターン内での，それぞれの語のコロケーション等が表示されます。4番目の項目をクリック

するとコロケーション（test）の類義語が表示されます。類義語は，元のコロケーション画面での品詞（この場

合は test は動詞）は考慮されていません（この場合は名詞の test の類義語が表示されます）が，左上のボタン

で品詞を変更することができます。 
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(T) 他のコーパスと比較して特徴的な表現を調べる 

左のメニュー部分にカーソルを持っていくと，各モードへのボタンが表示されるので，[Keywords]をクリック

します。 

 

[ADVANCED]タブをクリックし，Focus subcorpus に[Spoken transcripts]を選択し，Reference corpus に

[British National Corpus (BNC)]を，Reference subcorpusに[Written Academic]を選択し，Minimum frequency

に[10]を指定し，[GO]ボタンをクリックします。 
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そうすると，BNCのWritten Academicのサブコーパスと比較して，BNCの Spoken transcriptsのサブコー

パスで特徴的なフレーズが表示されます。 

 

上部の[SINGLE-WORDS]タブをクリックすると単語が表示されます。 

次に左上の[Switch focus corpus and reference corpus.]のボタンをクリックします。 

 

そうすると，対象コーパスと参照コーパスを入れ替えた結果が表示されます。（Spoken transcripts のサブコ

ーパスと比較して，Written Academicのサブコーパスで特徴的な単語・フレーズが表示されます。） 

再度左上の[Switch focus corpus and reference corpus.]のボタンをクリックすると，検索対象コーパスが

Spoken transcriptsのサブコーパスに戻ります。 

  


